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平成19年10月２日
原子力安全対策課
( １ ９ － ５ ７ )
＜14時記者発表＞

高浜発電所２号機の定期検査状況について

（制御棒クラスタ動作検査時の制御棒の動作不良）

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

（加圧水型軽水炉；定格電気出力 82.6万kW） 平成19高浜発電所２号機 は

年８月17日から定期検査中であるが、10月１日に制御棒クラスタの動作検査

として、全制御棒のうち、制御用の４グループ（制御棒８体／グループ）に

ついて、自動制御にて全挿入位置から全引き抜き位置にし、再度全挿入位置

に戻すオーバーラップ操作 を実施した。この操作の後、制御棒の位置を確＊１

認したところ、制御棒を動作させる信号を表示するステップカウンタ では＊２

全ての制御棒が全挿入位置にあることを表示していたが、制御棒駆動軸の位

置を指示する装置 では、制御棒１本がほぼ全引き抜き位置にあることを示＊３

していた。

このため、制御棒駆動軸の位置指示装置の点検を行った結果、位置指示装

置には異常がなく、当該制御棒は、ほぼ全引き抜き位置にあると推定された。

また、当該制御棒を手動にて挿入操作を行ったところ、制御棒駆動装置の電

流波形が正常動作時とは異なる波形であったことから、制御棒駆動装置また

は制御棒の動作不良と判断された。

今後、当該制御棒の動作不良の原因について詳細な調査を行う。

なお、この事象による周辺環境への放射能の影響はない。

＊１：制御用制御棒を、全挿入位置から全引き抜き位置に引き抜き、再度、全挿入位置に挿入す

る操作を行った時に、各制御棒が予め定められたプログラム通り動作することを確認する

検査

＊２：制御棒の操作信号を数えて、制御棒位置を指示する装置

＊３：電気的にコイルを用いて制御棒駆動軸の位置を検出する装置。

全挿入位置は０ステップ、全引抜き位置は228ステップ。ただし、現在、原子炉は冷態停止

状態で温度が低い（約60℃）ため、全引き抜き位置は約160ステップとなる。

（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）
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ＩＮＥＳ：国際原子力評価尺度
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※１：制御棒位置指示

　検出コイルで制御棒位置指示を検出し、
指示計とプラントコンピュータに信号を伝送
し、制御棒位置を表示するもの。

引き抜き・挿入操作（信号）

当該制御棒の位置

　※２：ステップカウンタ表示

　制御棒駆動装置制御盤からの制御棒引
き抜き・挿入操作信号をカウントして表示す
るもの。
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上から見た制御棒クラスタ配置図

制御棒駆動および制御棒位置検出概要図
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　［制御棒のグループ］

　　停止グループＡ（８本）
　　停止グループＢ（８本）

　　制御グループＡ（８本）
　　制御グループＢ（８本）
　　制御グループＣ（８本）＊
　　制御グループＤ（８本）
　　　　　　　　　　計４８本
　
　　＊当該制御棒の属する
　　　グループ

すべての制御棒の位置
（ステップカウンタ）が
全挿入位置（０ステップ）を
表示。

　※３：

　当該制御棒の位置は、冷却材の温度が
低い影響で通常より低く表示（１６０ステッ
プ）されるが、実際は、ほぼ全引き抜き状
態（２２８ステップ）にあると推定される。




